
WHILLご利用の事例

このお客様にとってのGood Points
下り坂でも転倒の心配のない安定性, デザイン性

Case No. 4
USER PROFILE

60代前半 男性 170cm/66kg
誠実な性格
介護保険レンタルでWHILLを利用（第2号）

脳梗塞　
左片麻痺　BRS:Ⅱ-Ⅲ-Ⅱ

立上り

歩行

移動

移乗

シーティング/

オプション

自立。

杖か手すり使用

１０m程度杖歩行可能

自宅内は手すりや杖で歩行
外出にはWHILLを使用

自立。足でフットレスト跳上して移乗

WHILL標準仕様。
シートベルト装着。オプションは後部
にある杖ホルダーを使用。

途中に下り坂があり、杖や介助車いすでは怖くて行けなかった。

９年前に脳梗塞で倒れましたが、電動車いすを買ったのはWHILLが初でした。今まで２種類の簡易電動を試しました。し
かしどちらも不安定なところ、段差に弱いところが気になり使おうと思えませんでした。仕方なく介助車いすを使ってお
りましたが、人目が気になるし、何より下り坂で怖いです。WHILLは安定性が高いため下り坂で怖いことがほとんどなく
なりました。行ける範囲がひろがり、また以前より安全に外に出られるようになったため、外出機会も増えています。今は
近くの外出はほぼWHILLで。特に妻と食事に出かけるときや近くのコンビニに行くときに使用しております。レストランの
途中には坂がありますが、WHILLなら下りも安心です。
もう一つ、気に入っているところはデザインです。私はもともとハードウェアのエンジニアで技術や工業プロダクトが大好
きなのですが、そんな私から見ても、このデザイン・機能美は素晴らしいと思います。

 補装具（以前）
杖、介助車いす
 補装具（現在）
杖、WHILL Model AK
オプション
杖ホルダー（背面に設置。乗り移る前に自力で
たてる）
   家屋情報
一軒家。玄関には10cm強の段差があり、
WHILLは入れない。保管場所は庭で5cm程度
の段差を登り、軒下の下にWHILLのダストカ
バーをかけて保管する。（カバーをかけるのは
奥様）
    生活状況
訪問リハ2回/週、勤務先に出社2回/月、買い物1
回/週、　勤務先に行くときは車をご自分で運
転していく。その他家の周りの外出は全て
WHILLで行っている。
  介護保険/障害者手帳
要介護2
障害者手帳１級

コンビニでも小回りが利き、買い物しやすい フットレスト跳上で移乗しやすい 下り坂や舗装が悪い道でも怖くない自宅前約5cmの段差

レストランや駅（１km先）まで行けるようになった

WHILL利用の効果
機能美と下り坂での信頼感が私にとっての価値です。

WHILL導入後の変化

USER’S VOICE


